
９
月
16
日
大
阪
市
内
で
Ｈ
Ｓ
Ｋ
中
国

語
検
定
試
験
が
行
わ
れ
、
受
験
終
了
者

に
対
し
て
、
中
国
百
科
検

定
試
験

の
模
擬
テ

ス
ト

（
40
問
・
30
分
）
に
挑
戦

し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

当
日
は
東
京
・
大
阪
・

長
野
・
愛
媛
で
実
施
、
大

阪
会
場
は
Ｈ
Ｓ
Ｋ
事
務
局

の
方
が
が
日
中
か
ら
の
要

望
に
応
え
て
、
各
試
験
終

了
後
、
百
科
検
定
ポ
ス
タ
ー

を
胸
に
し
な
が
ら
説
明
し

て
、
模
擬
試
験
会
場
へ
希

望
者
を
連
れ
て
来
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。

第
１
回
目
は
３
人
の
20
代
男
性
が
受

験
、
マ
ニ
ア
ル
に
基
づ
き
説
明
、
Ｈ
Ｓ

Ｋ
試
験
直
後
で
マ
ー
ク
シ
ー
ト
に
も
よ

く
熟
知
さ
れ
て
お
り
、
ア
ン
ケ
ー
ト
に

も
答
え
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。
24
名
が
会
場
へ
、

22
名
が
受
験
さ
れ
、
２

名
が
資
料
を
持
ち
帰
ら

れ
ま
し
た
。

受
験
者
は
「
近
現
代

部
分
は
理
解
で
き
る
が
、

後
半
の
１
級
は
難
し
か
っ

た
、
中
国
へ
の
興
味
が

深
ま
っ
た
」
と
感
想
を

述
べ
、
10
代
か
ら
40
代

が
８
割
と
圧
倒
的
に
若

く
、
大
き
な
未
来
を
掴

ん
だ
模
擬
試
験
で
し
た
。
（
平
松
悦
雄
）

第
５
回
中
国
百
科
検
定
試
験
の
大
阪

会
場
が
決
ま
り
ま
し
た
。

12
月
９
日
（
日
）
午
後
３
時

大
和
大
学
（
吹
田
市
）

会
員
の
み
な
さ
ん
の
受
験
を
お
待
ち

し
て
い
ま
す
。
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第
５
回
中
国
百
科
検
定

12
月
に
実
施

初
め
て
の
中
国
百
科
検
定
模
擬
試
験
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９
月
29
日
「
南
京
の
記
憶
を
つ

な
ぐ
会
」
結
成
の
つ
ど
い
が
１
０

０
名
近
く
の
参
加
で
開
催
さ
れ
ま

し
た
。
塚
崎
先
生
は
１
９
３
７
年

12
月
の
南
京
事
件
当
時
の
大
阪
市

民
の
大
提
灯
行
列
や
、
38
年
の
西

宮
球
場
で
の
「
支
那
事
変
聖
戦
博

覧
会
」
、
な
ぜ
大
阪
城
に
中
国
製

の
「
こ
ま
犬
」
が
あ
っ
た
の
か
な

ど
当
時
の
街
の
雰
囲
気
を
話
さ
れ
、

さ
ら
に
明
治
以
降
の
大
阪
と
中
国

の
関
係
を
講
演
さ
れ
ま
し
た
。

結
成
集
会
は
南
京
で
暮
ら
す
犠

牲
者
の
聞
き
取
り
を
さ
れ
て
い
る

松
岡
環
さ
ん
が
、
私
た
ち
は
な
ぜ

「
南
京
大
虐
殺
」
の
上
映
に
取
り

組
む
の
か
と
、
12
月
の
上
映
を
成

功
さ
せ
よ
う
と
訴
え
ら
れ
ま
し
た
。

参
加
６
団
体
の
リ
レ
ー
ト
ー
ク

で
は
松
尾
理
事
長
が
「
不
再
戦
３

つ
の
柱
」
南
京
事
件
や
長
谷
川
テ

ル
顕
彰
、
日
本
軍
毒
ガ
ス
遺
棄
に

つ
い
て
日
中
大
阪
府
連
の
取
り
組

み
を
発
言
、
山
本
副
会
長
が
閉
会

挨
拶
を
行
な
い
ま
し
た
。

南
京
の
記
憶
を
つ
な
ぐ
会

結
成
さ
れ
る女性部学習会～知らないでは済まない戦後７０年～

日本が中国をはじめアジアの諸国に侵略し多大な

犠牲を強いた戦争。今戦争を知らない世代が多くを占

める日本で、再び戦争する国にする動きが顕著になっ

ています。日本と中国の関係の未来を学ぶことから、

世界の平和を皆さんで考えあう学習会です。

気軽にご参加ください。

11月13日(火)と11月22日(木)１4時 府連205教室
テキスト：日中友好ブックレット「どうする日中関係」

第３回市民公開講座 いまに続く戦争の惨禍！

堺支部第３回市民公開講座は、調査・治療・支援

に関わった中川元小児科医師が映像で報告します。

10月21日（日）１時半 堺市立国際交流プラザ

堺市役所北側・堺東EH第３ビル ６階大会議室

資料代５００円 9/30台風で延期になりました

日本軍が遺棄した毒ガスの現状

戦後７０年の日中関係

中国 国慶節
建国６９周年を祝う

９月２８日、中国駐大阪総領

事館による建国６９周年記念レ

セプションが開催され、中華人

民共和国の建国を祝いました。

李天然総領事は挨拶で「中国

との交流協力関係を築く上での

より良い環境を用意し、今後ま

すます関西と中国の協力関係が

推進することを期待する」と述

べました。なお、日中友好協会

関西ブロックからスタンド花束

を届け国慶節を祝いました。

中
国
百
科
検
定

12
月
会
場
決
ま
る



祈
念
堂
を
出
て
す
ぐ
の
と

こ
ろ
に
小
学
校
が
あ
っ
た
。

正
門
に
は
「
霞
浦
赤
岸
小
学
」

と
あ
る
。
先
ほ
ど
の
小
学
生

が
運
動
場
か
ら
駆
け
つ
け
て

き
た
。
彼
ら
は
学
校
で
空
海

の
こ
と
を
学
習
し
て
い
る
と

い
う
。
大
変
う
れ
し
い
こ
と

で
あ
る
。
お
礼
を
言
い
、
握

手
で
お
別
れ
し
た
。
立
派
な

校
舎
で
芝
生
を
敷
き
詰
め
た

運
動
場
が
印
象
に
残
っ
た
。

小
学
校
と
日
本
の
交
流

中
島
氏
の
「
入
唐
見
聞
録
」
に
は
小

学
校
と
の
関
係
を
以
下
の
よ
う
に
書
い

て
い
る
。
「
私
は
赤
岸
鎮
小
学
校
の
校

長
先
生
か
ら
依
頼
を
受
け
、
小
学
校
３

年
生
か
ら
６
年
生
ま
で
の
各
々
の
ク
ラ

ス
で
、
日
本
語
の
授
業
を
す
る
こ
と
に

な
り
ま
し
た
。
中
国
の
小
学
校
で
日
本

人
が
教
鞭
を
と
る
、
と
い
う
の
は
他
に

類
を
見
な
い
、
特
例
中
の
特
例
と
い
え

ま
す
。
子
供
た
ち
が
た
と
え
一
言
、
二

言
で
も
日
本
語
で
挨
拶
で
き
た
ら
、
お

参
り
に
来
ら
れ
た
日
本
の
方
々
と
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
と
れ
る
、
と
い
う
校

長
先
生
か
ら
の
あ
た
た
か
い
計
ら
い
で

し
た
。
私
は
簡
単
な
日
本
語
の
挨
拶
語

や
、
い
ろ
は
歌
な
ど
の
日
本
の
民
謡
を

子
供
た
ち
に
教
え
ま
し
た
。
」

や
は
り
こ
の
小
学
校
は
10
年
以
上
も

前
か
ら
、
中
島
氏
を
中
心
と
し
た
日
本

と
の
交
流
の
歴
史
が
あ
っ
た

の
だ
。
私
が
龍
岩
を
後
に
し

た
２
０
１
２
年
。
彼
も
同
じ

年
に
こ
の
地
を
去
る
。
そ
れ

以
後
の
小
学
校
と
日
本
と
の

交
流
は
ど
う
な
っ
て
い
る
の

か
知
り
た
い
と
こ
ろ
で
あ
る
。

中
島
龍
太
郎
氏
・

高
野
山
真
言
宗
僧
侶
、

空
海
祈
念
堂
に
２
０
０
６
年

６
月
～
１
２
年
３
月
駐
在
、

駐
在
の
様
子
を
エ
ッ
セ
イ

「
入
唐
見
聞
録
」
（
ネ
ッ
ト
で
閲
覧
可

能
）
と
し
て
高
野
山
真
言
宗
の
機
関
紙

「
高
野
山
教
報
」
に
掲
載

（
堺
支
部
長

浅
田
勝
美
）
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空
海
の
初
上
陸
地
「
赤
岸
鎮
」
へ

福
建
省
赤
岸
鎮

空
海
祈
念
堂
訪
問
記

④

大
阪
西
支
部
太
極
拳
１
０
０
期

記
念
交
流
表
演
会
は
、
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
30
万
ア
ク
セ
ス
突
破
、
大
阪
西

支
部
ニ
ュ
ー
ス
２
０
０
号
を
記
念

し
て
、
石
清
水
体
育
館
で
９
月
22

～
24
日
、
攻
防
講
座
パ
ー
ト
７
＆

交
流
表
演
会
が
85
名
の
参
加
で
行

わ
れ
ま
し
た
。

今
回
の
攻
防
講
座
に
は
近
畿
、

東
海
、
東
京
、
広
島
、
九
州
か
ら

参
加
さ
れ
、
太
極
拳
の
武
術
的
な

攻
撃
と
防
御
の
基
本
的
な
身
体
の

使
い
方
を
恒
岡
老
師
か
ら
学
び
ま

し
た
。
攻
防
の
基
本
で
あ
る

「

突

き

方
」

「

立

ち

方
」

「
よ
り
足
」
「
な
ん
ば
歩
き
」

「
平
行
受
け
」
を
練
習
を
し

ま
し
た
。

24
日
の
太
極
拳
１
０
０
期

記
念
交
流
表
演
会
は
13
演
目

を
各
団
体
が
順
次
表
演
さ
れ

ま
し
た
。
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
は

24

式
太
極
拳
を
全
員
で
、
続

い
て
13
式
太
極
拳
を
淀
川
医

療
生
協
の
サ
ー
ク
ル
、
東
三

国
太
極
拳
サ
ー
ク
ル
が
ハ
ー

モ
ニ
カ
演
奏
に
合
わ

せ
て
24
式
太
極
拳
を

表
演
。

棍
術
や
太
極
扇
、

さ
ら
に
個
人
表
演
は

陳
式
と
棍
術
を
、
75

才
以
上
の
24
式
太
極

拳
に
は
大
き
な
拍
手

が
あ
り
ま
し
た
。

東
京
の
女
性
と
い
っ

し
ょ
に
陳
式
簡
化
太

極
拳
を
、
さ
ら
に
全

員
で
48
式
と
24
式
風

華
太
極
拳
を
表
演
し

終
了
し
ま
し
た
。

西
支
部
太
極
拳
１
０
０
期
記
念
表
演
会

渡
月
橋
の
嵐
山
公
園
・
中
の
島

地
区
に
「
日
中
不
再
戦
碑
」
が
建
っ

て
い
ま
す
。
ご
存
知
で
し
ょ
う
か
。

盧
溝
橋
事
件
30
周
年
の
１
９
６
７

年
に
、
平
和
を
望
む
広
範
な
京
都

府
民
の
間
か
ら
「
再
び
戦
争
を
し

な
い
決
意
を
示
す
碑
を
建
立
し
よ

う
」
と
の
声
が
上
が
り
、
当
時
の

蜷
川
知
事
や
京
都
市
長
、
京
大
、

同
志
社
、
立
命
館
の
学
長
、
総
長
、

清
水
寺
貫
主
の
大
西
良
慶
さ
ん
な

ど
な
ど
各
界
の
著
名
な
人
が
呼
び

か
け
、
２
万
人
近
い
人
が
賛
同
し
、

当
時
２
３
０
万
円
の
寄
付
が
集
ま

り
、
翌
年
に
建
立
さ
れ
今
年
で
50

年
に
な
り
ま
す
。

碑
前
で
、
建
立

50

周
年
記
念
集
会

が
京
都
府
連
主
催

で
９
月
16

日
に
行

わ
れ
ま
し
た
。
大
阪
府
連
か
ら
山

本
副
会
長
と
わ
た
し
（
松
尾
）
が

列
席
し
ま
し
た
。
多
大
な
被
害
を

与
え
た
台
風
21
号
の
爪
痕
も
残
る

嵐
山
一
帯
で
し
た
が
、
晴
天
に
恵

ま
れ
、
周
辺
に
は
大
勢
の
観
光
客

が
出
て
い
ま
し
た
。

11
時
か
ら
の
集
会
の
前
に
嵐
山

駅
周
辺
で
「
日
中
不
再
戦
碑
」
の

存
在
や
歴
史
を
紹
介
し
た
日
本
語

と
中
国
語
で
書
か
れ
た
チ
ラ
シ
を

観
光
客
に
向
け
て
配
布
し
ま
し
た
。

式
典
に
は
、
日
中
関
係

者
以
外
に
京
都
の
友
好
団

体
代
表
や
穀
田
恵
二
衆
議

院
議
員
も
参
加
し
ま
し
た
。

日
中
関
西
ブ
ロ
ッ
ク
か
ら

は
、
大
阪
府
連
の
私
と
、

兵
庫
の
前
田
会
長
が
あ
い

さ
つ
し
ま
し
た
。
穀
田
さ

ん
は
当
時
、
学
生
で
碑
建
立
の
カ

ン
パ
集
め
を
大
西
良
慶
さ
ん
や
蜷

川
虎
三
さ
ん
の
色
紙
を
売
り
歩
い

た
こ
と
を
思
い
出
し
つ
つ
、
改
憲

策
動
を
ス
ト
ッ
プ
す
る
た
め
共
に

頑
張
り
ま
し
ょ
う
と
あ
い
さ
つ
し

ま
し
た
。

集
会
後
、
角
倉
了
以
の
邸
宅
で

あ
っ
た
対
岸
の
「
花
の
い
え
」
で

学
習
と
懇
親
会
が
あ
り
、
山
本
副

会
長
が
長
谷
川
テ
ル
顕
彰
活
動
に

つ
い
て
講
演
し
ま
し
た
（
松
尾
豊
）

日
中
不
再
戦
碑
建
立
50
周
年

京
都
嵐
山
碑
前
で
つ
ど
い
開
く

東三国太極拳サークル

霞浦赤岸小学

第10回 中秋名月祭 大阪！

10月6・7日難波宮跡で日中平和友好条

約締結40周年を記念して開催されました。


